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逃走した 

（３）不審者侵入対応（一部非表示にしています） 

校内で学校関係者以外

の者を発見 

不審者への対応１ 

声を掛け、事務室

に案内し、受付・

入校証着用 ・退去を要請 

・幼児児童生徒の安全確保 

（教室施錠・避難等） 

・近隣教師へ応援要請 

・内線電話より校内緊急放

送（※７５１）、できな

ければ事務室へ電話連絡 

・１１０番通報 

・（未実施の場合）校内緊急 

放送 

・（未実施もしくは通報が未 

確認の場合）１１０通報 

・避難指示判断 

・（校内緊急放送が未実施の場合）校内緊急放送「先生方に連絡し

ます。みかん箱が○箱（人数）○○（場所）に届きました。対

応をお願いします。」 

・警察へ１１０番通報（※通報は何回しても、重複してもよい） 

・校長、教頭に連絡、校長は緊急対策を指示（その時の状況によ

り指示者の変更あり） 

・サスマタ（巻末の校内平面図を参照）、パイプ椅子等を持って該

当場所に直行 

・強く退去等を説得 

・不審者をサスマタ等で威圧しつつ、幼児児童生徒から遠ざけ、

警察の到着まで時間を稼ぐ（追い詰めると危険） 

・複数で暴力を阻止しつつ、別室または幼児児童生徒のいない場

所に案内して隔離 

・逃走した場合は可能な限り監視し、校門や校舎の施錠を行い、

安全を確保 

幼児児童生徒の一次避難 

幼児児童生徒の二次避難 

不審者への対応２ 

・その場で、教室等の施錠やバリケードづくり等、幼児児

童生徒の安全を確保 

・必要に応じて、幼児児童生徒と共に避難場所に移動 

・事務部は緊急放送を行う「みかん箱の配布が終わりまし

た。（   ）に集合してください」 

※状況に応じて集合場所を指定する。 

隔離できた 

隔離また

は警察に

よる確保 

・職員は放送に従い、幼児児童生徒を避難場所に避難さ
せ、安全を確保する 

・正確、迅速な人員点呼および健康観察の実施。 

引き続き

警戒 

【※各学部の避難場所】（緊急放送を聞き、適宜避難場所を決める） 

②２・３階は現場から一番遠い場所（Ａ）へ避難  ③他学部に侵入→１・２階とも現場から一番遠い所（Ａ）へ避

難 

高普通科は、中学部の避難経路に準ずる 

・負傷者がいた場合は、応急手当を実施 

・救急車への添乗 

安全確認 

・来校者には、声を掛け、事務室で受付を行うと共に入校証を着用するよう依頼する。 

・教頭、学部主事は、校内を定期的に巡視し、不審者がいないか確認する。 

・不審者情報が出た場合、マニュアルに従い迅速に対応する。 

事後対応 ・学校再開に向けた対応（家庭への連絡、迎えの要請、報
道機関等への対応、など） 

・対策本部から指示を受け、各家庭へ連絡 

予
防
対
策 

不審者抑止班 

（男性職員） 

・入校証の有無を確認し行動を観察 

・挨拶し、ていねいに用件を尋ね、受付に案内 

 「何かご用ですか？入校証が必要ですので事務室へどうぞ。」 

・２ｍ以上の距離を確保し、目を離さない 

・幼児児童生徒の安全を確保（教室施錠、避難等） 

・近隣教師に大きな声で応援要請「みかん箱が届きました。対応 

をお願いします。」 

・内線電話から校内緊急放送（※７５１）「みかん箱が○箱（人 

数）○○（場所）に届きました。対応をお願いします。」 

・（内線電話で緊急放送ができない場合）事務室にスマホ等で連絡

「不審者が○人、○○にいます。対応をお願いします。」 

・警察へ１１０番通報（※通報は何回しても、重複してもよい） 

・複数の教師で退去を要請 

・教室の施錠・避難ができず、やむを得ない場合は、パイプ椅子

等を持って不審者との間に入り、子どもの安全を確保 

発見者（現場教師） 

発見者（現場教師） 

もしくは 

近隣の教師 

対策本部 

（事務部） 

全職員 

救護班 

対策本部 

（事務部） 

全職員 

事務部 

全職員 


